
日
本
税
政
連
墨
零

　　　　　　　　　　　　　　

行

税

税理士政治連盟会員の購読
料は会費の中に含みます。

日本税理士会館（〒１４１』０３２）

　
　
　

本
治
服

日
政
鰯

税
理
士
制
度
の
更
な
る
発
展
ヘ
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名古屋の夜飾る

　　　　

世
界
中
の
人

篇
謬

　

々
の
記
憶
に
残

　　　

る
で
あ
ろ
う
年

　

十
十

　

が
明
け
た
。
あ

　

、

な
た
も
、
必
ず

や
良
い
年
と
な
る
よ
う
・

巣
に
寵
り
本
気
で
神
頼
み

し
た
は
ず
だ
▼
地
元
の
中

核
病
院
で
発
生
し
た
ク
ラ

ス
タ
ー
。
入
院
患
者
２６
名

が
感
染
、
う
ち
６
名
が
亡

く
な
る
。
軽
い
疾
病
の
７０

代
の
知
人
が
そ
の
禍
を
被

っ
た
。
本
人
と
家
族
の
絶

望
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ

た
か
、
暗
潰
た
ろ
思
い
で

あ
る
。だ
が
同
時
に
、医
療

従
事
者
の
感
染
４３
名
の
全

員
が
快
方
に
向
か
っ
た
こ

と
も
現
実
で
あ
る
▼
今
、

人
口
あ
た
り
の
死
者
数
が

日
本
の
１０
～
５０
倍
に
及
ぶ

欧
米
は
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
の
使
用
を
急
い
で
い

る
。
初
め
て
実
用
化
さ
れ

た
、
病
原
体
を
全
く
用
い

な
い
と
い
う
こ
の
ワ
ク
チ

ン
だ
が
、
最
低
限
の
臨
床

試
験
の
み
経
た
現
段
階
で

の
効
果
は
目
覚
ま
し
い
。

一方
、
長
期
的
な
副
反
応

は
未
知
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
▼
死
亡
率
の
低
い
日

本
は
、
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
に
折
り
合
い
を
つ

け
、
い
つ
こ
れ
を
導
入
す

る
か
難
し
い
判
断
を
迫
ら

れ
よ
う
。
私
た
ち
に
は
、

情
緒
的
な
報
道
に
流
さ
れ

ず
冷
静
に
見
守
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
▼
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

ワ
ク
チ
ン
の
実
用
化
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

出
現
に
ち
ょ
う
ど
間
に
合

っ
た
の
は
不
幸
中
の
幸
い

で
あ
っ
た
と
歴
史
が
評
価

す
る
日
が
き
っ
と
来
る
。
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明けましておめでとうございます α１〆令和３年

東
北
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

青
木

　　

正

幹
事
長

　

吉
田

　

恵
幸

北
海
道
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

名
越

　

隆
雄

幹
事
長

　

谷

　　

幹
夫

近
畿
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

久
保

　

直
己

幹
事
長

　

田

　　

達
満

関
東
信
越
税
理
士
政
治
連
盟

会

　

長
井
部

　

俊
一

幹
事
長
秋
山

　

典
久

千
葉
県
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

江
波
戸
秀
記

幹
事
長

　

深
田

　

真
吾

東
京
地
方
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

瀧
浪

　

貫
治

幹
事
長
鈴
木

　

崇
晴

東
京
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

名
倉

　

明
彦

幹
事
長

　

坂
田

　　

覚

日
本
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

太
田

　

直
樹

幹
事
長

　

渡
遷

　

輝
男

沖
縄
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

圃
仲

　

勝
則

幹
事
長

　

羽
地

　

明
人

南
九
州
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

宮
本

　

律
夫

幹
事
長

　

米
川

　

健
一

九
州
北
部
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

上
村

　

常
憲

幹
事
長

　

山
嶋

　

寿
人

四
国
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

清
藤

　

智
彦

幹
事
長

　

岩
佐

　

誠
志

中
国
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

重
近

　　

賞

幹
事
長

　

井
上

　

博
夫

北
陸
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

玉
井

　

政
利

幹
事
長

　

中
村

　

茂
和

東
海
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

田
中

　

克
明

幹
事
長

　

河
合

　

省
吾

名
古
屋
税
理
士
政
治
連
盟

会
長

　

平

　　

昌
彦

幹
事
長

　

小
島

　

善
弘
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年
頭
所
感
・太
田
会
長
、
菅
首
相
１１１１１
２
面

年
頭
所
感
・各
党
代
表
議
員
１１１
１
１１
３
面

新
春
対
談
・太
田
会
長
と
田
村
憲
久
厚
生
労
働

大
臣
ー
ー
ー
ー
ー
１１
１
１
ー
１１
６
～
７
面

資
料
・令
和
３
年
度
税
制
改
正
大
綱
の
概
要

．１
１
１
１
１
１ー
１１
１
１
１
１１１
ー
ｉ
ｉ
ｌ
１
１８
面
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前
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令和３年（２０２１年）１月１日 （金曜日）

硫一難関
　
　　

日
本
税
理
士
政
治
連
盟
会
長

　

太
田

　

直
樹

日
税
政
・
日
税

　　　　　　　　　　

す
。

　　　　　　　

が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き

連
の
要
望
を
主

国
政
選
挙
へ
積
極
的
に
対

　　　　　　　　　　

て
お
り
、
税
政
連
組
織
の

張
し
て
ま
い
り

応

　　　　　　　　

日
税
連
の
要
望
実
現
へ

　　

一
層
の
強
化
や
後
援
会
活

ま
し
た
。
令
和

　

１

　

０
月
２１
日
、
衆
議
院
議

　

日
税
政
は
、
日
税
連
と

動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が

３
年
度
税
制
改
員
の
任
期
が
満
了
と
な
り
連
携
し
、
地
方
公
共
団
体
重
要
な
課
題
で
す
。
税
理

正
大
綱
に
お
い
ま
す
。
令
和
３
年
は
必
ず
に
お
け
る
監
査
委
員
・外
士
政
治
連
盟
の
目
的
は
、

て
は
、
中
小
企
第
４９
回
衆
議
院
議
員
総
選
部
監
査
人
へ
の
税
理
士
の
税
理
士
会
の
要
望
実
現
で

業
等
の
法
人
税
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
登
用
、
国
会
議
員
の
政
策
す
。
税
政
連
活
動
の
成
果

の
軽
減
税
率
の
り
、
解
散
の
時
期
を
め
ぐ
担
当
秘
書
へ
の
税
理
士
の
は
す
べ
て
の
税
理
士
が
等

あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
必
死
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
所
信
時
代
へ
の
対
応
」
「多
様
検
討
を
進
め
て
き
て
い
る
の
重
要
な
一年
と
な
り
ま
特
例
の
延
長
、
電
子
帳
簿
り
、
政
局
は
今
後
緊
張
し
登
用
、
租
税
教
育
・登
録
し
く
享
受
し
ま
す
。
税
政

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
て
の
一端
を
述
べ
さ
せ
て
い
な
人
材
の
確
保
」
「税
理
も
の
で
す
。
税
理
士
制
度
す
。
日
税
政
は
、
日
税
連
等
保
存
制
度
の
見
直
し
の
た
場
面
が
続
く
こ
と
と
な
政
治
資
金
監
査
人
制
度
等
連
の
活
動
に
ご
理
解
い
た

令
和
３
年
の
年
頭
に
あ
も
家
族
を
守
る
た
め
、
中
た
だ
き
ま
す
。

　　　　

土
に
対
す
る
信
頼
の
向
上
が
国
民
に
と
っ
て
必
要
不
の
方
針
に
添
い
、
税
理
士
要
望
が
実
現
し
ま
し
た
。
り
ま
す
。

　　　　　

の
公
益
活
動
の
推
進
等
に
だ
き
、
誇
り
と
使
命
感
を

た
り
、
会
員
の
皆
様
に
謹
小
企
業
を
守
る
た
め
全
力

　　　　　　　　　　

を
図
る
た
め
の
環
境
整
可
欠
な
制
度
で
あ
り
続
け
法
改
正
が
実
現
す
る
よ
う

　

新
し
い
時
代
の
変
化
、

　

国
政
選
挙
へ
の
対
応

つ
い
て
、
単
位
税
政
連
と
持
っ
て
活
動
に
参
加
し
て

ん
で
新
年
の
お
祝
い
を
申
を
尽
く
さ
れ
た
と
存
じ
ま
税
理
士
法
改
正
の
実
現
に
備
」
に
つ
い
て
、
日
税
連
る
た
め
、
ま
た
、
次
世
代
全
力
で
こ
れ
に
対
応
し
て
特
に
デ
ジ
タ
ル
化
や
カ
ー
は
、
税
政
連
に
と
っ
て
最
連
携
し
て
積
極
的
に
対
応
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
税

し
上
げ
ま
す
。

　　　　

す
。

　　　　　　　

向
け
て

　　　　　　

を
中
心
に
具
体
的
な
改
正

に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
制

ま
い
り
ま
す
。

　　　　

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
に

も
重
要
な
活
動
で
す
。
国

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

政
は
単
位
税
政
連
の
皆
様

　

平
素
か
ら
会
員
の
皆
様

　

本
年
も
、
し
ば
ら
く
は

　

１

　

２
月
１０
日
に
令
和
３
年
法
案
の
検
討
が
進
め
ら
れ
度
で
あ
り
続
け
る
た
め

　　　　　　　　　　

つ
い
て
は
税
制
改
正
へ
の
会
に
お
け
る
税
政
連
の
評

　

ま
た
、
中
小
企
業
の
活
と
英
知
を
結
集
し
て
取
り

に
は
、
日
税
政
の
活
動
に
先
の
見
え
な
い
状
況
が
続
度
税
制
改
正
大
綱
が
決
定
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
に
、
税
理
士
試
験
の
受
験
税
制
改
正
で
納
税
者
の
声
影
響
も
あ
り
、
中
小
企
業
価
は
地
域
に
密
着
し
た
活
性
化
に
つ
い
て
も
、
日
税
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
本
さ
れ
ま
し
た
。
大
綱
に
お

　

今
回
の
法
改
正
は
、
令
資
格
の
見
直
し
や
テ
レ
ワ
を
国
政
に

　　　　　　

の
多
く
を
関
与
先
と
す
る
動
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
連
が
推
進
す
る
中
小
企
業

　

本
年
も
本
連
盟
の
活
動

を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
連
盟
は
、
国
民
納
税
者
の
い
て
は
、
税
理
士
制
度
の
和
元
年
に
日
税
連
の
制
度
ー
ク
指
針
の
作
成
に
伴
う

　

税
政
連
の
活
動
の
も
う
実
務
家
で
あ
る
税
理
士
の
国
政
選
挙
に
当
た
っ
て
対
策
に
関
連
す
る
法
案
等
に
一層
の
ご
理
解
と
ご
支

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

共
有
財
産
と
も
い
え
る
税
見
直
し
が
令
和
４
年
度
以
部
が
と
り
ま
と
め
た
「次
事
務
所
規
定
の
見
直
し
な

　

一
つ
の
柱
は
、
税
制
改
正
提
言
は
、
ま
す
ま
す
重
要
は
、
全
国
の
税
政
連
の
皆
が
国
会
に
お
い
て
審
議
さ
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
経
理
士
制
度
の
発
展
、
並
び
降
の
税
制
改
正
に
向
け
た
期
税
理
士
法
改
正
に
関
す
ど
の
具
体
的
な
改
正
項
目

　

へ
の
対
応
で
す
。
日
税
政
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
様
の
力
を
結
集
し
全
力
で
れ
る
場
合
に
は
、
日
税
連
す
と
と
も
に
、
本
年
が
会

済
社
会
が
激
変
し
ま
し
に
公
平
か
つ
合
理
的
な
税
検
討
事
項
と
し
て
取
り
上
る
答
申
」
に
つ
い
て
、
広
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
は
、
税
務
の
専
門
家
と
し
令
和
３
年
も
、日
税
政
は
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
と
連
携
し
て
、
情
報
の
収
員
の
皆
様
に
と
っ
て
素
晴

た
。
全
世
界
が
、
こ
れ
ま
制
の
確
立
と
申
告
納
税
制
げ
ら
れ
、
令
和
４
年
の
通
く
全
税
理
士
会
員
の
意
見

　

言
う
ま
で
も
な
く
法
案
て
、
昨
年
も
関
係
国
会
議
日
税
連
と
連
携
し
、
税
制
ま
せ
ん
。
日
税
政
は
、
国
集
に
努
め
、
そ
の
動
向
に
ら
し
い
一年
と
な
り
ま
す

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
度
の
維
持
発
展
の
た
め
、
常
国
会
で
の
税
理
士
法
改
を
求
め
た
う
え
で
日
税
連
の
審
議
は
国
会
で
行
わ
れ
員
へ
の
陳
情
を
は
じ
め
与
改
正
の
情
報
収
集
を
強
化
政
選
挙
等
に
対
し
て
、
全
迅
速
的
確
に
対
応
し
て
ま
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申

危
機
に
直
面
し
て
、
命
を
必
要
な
政
治
活
動
を
行
っ
正
を
目
途
と
し
て
、
「１
の
税
理
士
法
分
科
会
が
関
ま
す
。
令
和
３
年
は
、
税
野
党
の
税
理
士
制
度
に
係
し
て
、
税
制
改
正
に
対
応
国
の
税
政
連
と
連
携
し
て
い
り
ま
す
。

　　　　

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

守
り
経
済
を
守
る
た
め
、
て
ま
い
り
ま
す
。

　　　

Ｃ
Ｔ
化
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
係
省
庁
等
と
協
議
の
う
え
理
士
法
改
正
実
現
の
た
め
る
議
員
連
盟
の
会
合
等
で
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

積
極
的
に
取
り
組
み
ま

　

税
政
連
の
意
義
と
役
割
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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三国
厩
◎
絶
◎
隠
働
《
開
園
』些

て

内
閣
総
理
大
臣

菅

　

義
偉

　　

の
政
策
資
源
を
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
消
関
係
を
築
い
て
ま
い
り
ま
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　　

集
中
し
、
あ
ら

費
の
多
く
を
占
め
る
地
方

す
。

　　　　　　　

安
全
・安
心
な
大
会
を
実

　　

ゆ
る
改
革
を
断
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、

　

コ
ロ
ナ
危
機
は
、
国
際
現
す
べ
く
、
し
っ
か
り
と

＼

　　

行
す
る
こ
と
日
本
全
体
を
元
気
に
し
て
社
会
の
連
帯
の
必
要
性
を
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

く

　　

で
、
経
済
社
会

ま
い
り
ま
す
。

　　　　

想
起
さ
せ
ま
し
た
。
我
が

す
。

　　

を
大
き
く
変
革

　

国
際
情
勢
の
不
透
明
さ
国
は
、
多
国
間
主
義
を
重

本
年
も
、
国
民
の
皆
様

　　

し
、
次
な
る
時
が
増
す
中
に
あ
っ
て
も
、
視
し
な
が
ら
、
「団
結
し
に
と
っ
て
何
が
「当
た
り

　　

代
を
リ
ー
ド
し
我
が
国
の
確
固
た
る
外
交
た
世
界
」
の
実
現
を
目
指
前
の
こ
と
」
な
の
か
を
し

　　

て
い
き
ま
す
。

方
針
は
揺
ら
ぎ
ま
せ
ん
。

し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
秩

っ
か
り
と
見
極
め
、
「国

コ
ロ
ナ
を
機
に
地
方
へ

　

日
米
同
盟
を
基
軸
と
し
、
序
づ
く
り
を
主
導
し
て
ま
民
の
た
め
に
働
く
内
閣
」

謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
感
染
拡
大
を
食
い
止
め
る
介
護
の
現
場
で
昼
夜
を
間

　

菅
内
閣
は
、
国
民
の
皆
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
と
共

　

我
が
国
の
新
た
な
成
長

　

コ
ロ
ナ
を
機
に
地
方
へ

　

日
、
同

　

を

　

車
と
し

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

べ
く
、
政
府
と
し
て
全
力
わ
ず
、
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
に
、
こ
の
未
曾
有
の
国
難
の
源
泉
と
な
る
の
は
、「グ

の
関
心
が
一
層
高
ま
る

「自
由
で
開
か
れ
た
イ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
い
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
抜
く
こ
と
を
固
く
お
誓
い
を
乗
り
越
え
、
ポ
ス
ト
コ
リ
ー
ン
」
と
「デ
ジ
タ
ル
」
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ド
太
平
洋
」
を
実
現
す

の
感
染
拡
大
が
続
き
、
経
す
。

　　　　　　　

い
る
全
て
の
皆
様
に
、
改
し
、
感
染
拡
大
防
止
と
経

口
ナ
の
新
し
い
社
会
を
つ
で
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

つ
つ
、
地
方
へ
の
人
の
流
た
め
の
取
組
を
戦
略
的
ず

済
状
況
も
依
然
厳
し
い

　

こ
の
年
末
年
始
に
か
け
め
て
心
よ
り
感
謝
を
申
し
済
回
復
に
、
引
き
続
き
総
く
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
を
目
指
す
大
胆
な
投
資
を
れ
を
生
み
出
し
ま
す
。
農
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

中
、
ま
ず
は
こ
れ
以
上
の
て
も
、
医
療
、
保
健
所
、
上
げ
ま
す
。

　　　　

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
す
。

　　　　　　　

率
先
し
て
支
援
し
、
全
て
業
改
革
や
観
光
政
策
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
安
定
的

「自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

　

い
り
ま
す
。

リ
ー
ン
」
と
「デ
ジ
タ
ル
」
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ド
太
平
洋
」
を
実
現
す
る

　

そ
し
て
、
今
年
の
夏
、

い
る
全
て
の
皆
様
に
、
改
し
、
感
染
拡
大
防
止
と
経

口
ナ
の
新
し
い
社
会
を
つ
で
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

つ
つ
、
地
方
へ
の
人
の
流
た
め
の
取
組
を
戦
略
的
に
世
界
の
団
結
の
象
徴
と
な
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

率
先
し
て
支
援
し
、
全
て
業
改
革
や
観
光
政
策
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
安
定
的
な
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
し
て
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
国
民
の

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

僕：種鞭伽鋼）



楢
原
－
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き
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自
由
民
主
党
税
理
士
制
度
改
革
推
進
議
員
連
盟
会
長

　　　　　　　　　　　　

伊

吹

　

文

明

　
　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ

を
終
息
さ
せ
、
経
済
が
正

常
に
戻
る
年
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
祈
ら
ず
に
は
お
れ

ま
せ
ん
。
本
年
も
変
わ
ら

ぬ
ご
厚
誼
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
蔭
で
、
私

も
連
続
当
選
１２
回
、
政
治

活
動
も
今
年
で
３７
年
目
を

迎
え
ま
す
。
幸
い
健
康
に

恵
ま
れ
、
与
野
党
の
同
僚

の
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
乗

っ
た
り
、
講
演
・選
挙
応

援
・地
方
出
張
等
々
、
多

忙
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

・

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

は
、
私
達
が
あ
り
え
な
い

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
現

実
に
な
り
、
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
そ
う

で
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
の
教
訓
は
色
々

あ
る
で
し
ょ
う
。
目
先
の

損
得
だ
け
を
追
わ
ず
、
日

頃
よ
り
物
心
両
面
の
備
え

を
し
て
お
く
必
要
性
。
個

人
の
行
動
が
多
く
の
人
に

影
響
を
与
え
る
だ
け
に
、

自
己
管
理
や
自
己
抑
制
を

再
確
認
し
、
公
共
の
精
神

を
大
切
に
す
る
こ
と
等
々

で
す
。
私
は
初
当
選
以
来
、
祖

先
が
育
み
積
み
上
げ
て
き

た
日
本
人
の
生
き
方
や
幹

持
を
大
切
に
、
競
争
社
会

・市
場
経
済
の
避
け
え
ぬ

弊
害
を
抑
え
、公
正
・公
平

な
社
会
を
実
現
し
、
自
助

の
気
概
を
持
ち
つ
つ
自
己

抑
制
を
失
わ
ぬ
品
性
あ
る

国
民
に
よ
る
品
格
あ
る

「日
本
の
国
の
か
た
ち
」を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。し
か
し
現
在
は
、長
寿

少
子
化
に
よ
る
労
働
力
不

足
、
豊
か
さ
の
な
か
で
の

勤
労
意
欲
の
低
下
と
賃
金

の
高
騰
、
そ
の
結
果
と
し

て
の
生
産
拠
点
の
海
外
移

転
、
社
会
保
障
予
算
増
嵩

に
よ
る
財
政
赤
字
等
々
の

難
問
が
我
々
の
社
会
を
覆

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
難
問

を
克
服
し
、
次
の
世
代
に

良
き
日
本
を
引
き
継
が
ね

ば
と
心
せ
く
昨
今
で
す
。

政
治
の
努
力
は
勿
論
で

す
が
、
自
由
と
民
主
制
の

下
で
は
、
何
よ
り
大
切
な

の
は
日
本
人
の
幹
特
で
あ

り
、
公
共
の
精
神
で
し
ょ

う
か
。
実
は
こ
の
日
本
人

の
文
化
、生
き
方
こ
そ
が
、

世
界
的
に
み
て
日
本
の
人

口
当
り
コ
ロ
ナ
雁
患
者
数

が
低
い
こ
と
、
患
者
数
当

り
の
死
亡
者
率
の
低
い
こ

と
の
要
因
で
し
ょ
う
か
Ｑ

新
し
い
年
を
迎
え
、
決

意
も
新
た
に
、
日
本
国
と

国
民
の
た
め
必
要
な
こ
と

を
率
直
に
申
し
上
げ
、
微

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
先
生
方
の
顧
問
先
で
あ

る
中
小
企
業
、
自
営
業
者

は
コ
ロ
ナ
禍
で
倒
産
も
増

加
し
危
機
的
な
状
況
で
し
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ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
へ
叡
智
結
集

　

　

　
　
　　　
　
　
　
　

　
　
　

新
年
あ
げ
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
税
理
士
政
治
連
盟

の
先
生
方
に
は
、
特
に
、

昨
年
来
か
ら
の
新
型
ゴ
ロ

ナ
感
染
拡
大
が
続
く
な
か

で
、
苦
境
に
立
た
れ
て
い

る
多
く
の
中
小
企
業
の
方

々
に
寄
り
添
っ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
地
域
経
済
を
支

え
る
た
め
に
ご
尽
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
と
敬
意

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、
経
済
の
立
て

直
し
、
雇
用
の
維
持
と
企

業
再
生
、
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
、
昨
年
末
に
取

り
ま
と
め
た
経
済
対
策
や

税
制
改
正
な
ど
の
政
策
を

総
動
員
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
全
世
代
型
社
会
保
障

の
構
築
、
計
画
的
な
防
災

・減
災
対
策
も
さ
ら
に
強

力
に
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
「新
し
い

生
活
様
式
」
が
求
め
ら
れ

る
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
環

境
と
経
済
の
好
循
環
を
生

み
出
す
グ
リ
ー
ン
社
会
の

構
築
な
ど
、
新
た
な
成
長

モ
デ
ル
を
つ
く
り
上
げ
ま

す
。公
明
党
は
、
先
生
方
を

は
じ
め
国
内
外
の
叡
智
を

結
集
し
、
と
も
に
力
を
携

え
な
が
ら
、
必
ず
や
こ
の

人
類
の
試
練
を
乗
り
越

え
、
そ
し
て
、

「ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
」
の
新
た
な
時
代

へ
、
大
き
く
飛
躍
す
る
一

年
に
し
た
い
と
強
く
決
意

し
て
い
ま
す
。

本
年
も
貴
連
盟
の
さ
ら

な
る
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

ｒ／Ｐ
も

新
年
あ
げ
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

本
税
理
士
政
治
連
盟
の
先

生
方
に
は
、
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
、
新
た
に
発

足
し
た
国
民
民
主
党
の
税

理
士
制
度
推
進
議
員
連
盟

の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
先
生
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国
民
民
主
党
税
理
士
制
度
推
進
議
員
連
盟
会
長

中
小
企
業
支
援
へ
全
力
傾
注

古
川

　

元
久

と
雇
用
を
支
え
る
中
小
企

業
を
大
切
に
す
る
政
党
と

し
て
、
こ
う
し
た
厳
し
い

環
境
に
あ
る
中
小
企
業
を

守
り
、
支
援
す
る
た
め
に

必
要
な
各
種
税
制
措
置
の

実
現
の
た
め
に
、
先
生
方

と
と
も
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
日
本
税
理
士
政

治
連
盟
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
先
生
方
の
今
年
一年

の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

方
に
は
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

よ
り
一層
の
ご
指
導
・ご

鞭
捷
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
ゴ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

っ
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
が

一変
し
、
経
済
活
動
も
大

き
な
制
約
を
受
け
、
そ
の

影
響
は
中
小
企
業
ほ
ど
大

き
く
出
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ

当
分
の
間
、
続
く
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
私
た
ち
国
民

民
主
党
は
、
地
域
の
経
済

力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。新
し
い
年
に
開
か
れ
る

通
常
国
会
で
は
、
２
０
２

１
年
度
の
税
制
改
正
が
議

論
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
私
た
ち
は
、
昨
年

６
月
に
皆
さ
ま
が
緊
急
に

と
り
ま
と
め
た
「新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の日

本
維
新
の
会
税
理
士
制
度
推
進
議
員
連
盟
会
長

大
転
換
の
時
こ
そ
活
躍
を
期
待

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
税

理
士
政
治
連
盟
の
皆
様
に

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
落
込
み
か
ら
の
回
復

を
確
か
な
も
の
と
す
る
よ

う
官
民
挙
げ
て
懸
命
な
努

影
響
に
伴
う
税
制
改
正
に

関
す
る
建
議
重巳
の
内
容

を
全
面
的
に
支
持
す
る
と

と
も
に
、
「令
和
３
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
建
議

書
」
の
中
で
「最
重
要
建

議
」
と
し
て
主
張
さ
れ
て

い
る
「い
わ
ゆ
る
イ
ン
ポ

イ
ス
方
式
を
見
直
す
こ

と
」
を
立
憲
民
主
党
の
２

０
２
１
年
度
税
制
改
正
へ

の
要
望
の
な
か
で
も
特
に

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の
自
然
災

害
の
頻
発
、
大
規
模
化
に

応
じ
た
「災
害
損
失
控
除

の
創
設
」
に
つ
い
て
も
実

現
に
向
け
て
努
力
す
る
こ

と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

す
。

力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
社
会
全
体
の

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
あ

ら
ゆ
る
手
続
が
一新
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
大
転
換
の
時
こ
そ

税
務
の
専
門
家
で
あ
る
税

理
士
の
皆
様
に
存
分
に
ご

活
躍
い
た
だ
く
時
で
す
。

皆
様
の
お
力
添
え
を
賜

り
、
社
会
の
変
革
が
力
強

く
前
進
す
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

わ
が
日
本
維
新
の
会

は
、
一貫
し
て
地
方
分
権

・統
治
機
構
改
革
を
主
張

ょ
う
。
現
場
の
声
に
向
き

合
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
方

の
ご
示
唆
は
税
の
在
り
方

を
考
え
る
に
あ
た
り
非
常

に
大
切
な
も
の
で
あ
り
、

税
制
改
正
で
の
大
切
な
助

言
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
経
営
・税
務
の
ご
相
談

や
ご
指
導
を
通
じ
、
中
小

企
業
の
健
全
な
経
営
の
た

め
、
ご
指
導
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

結
び
に
、
日
本
税
理
士

政
治
連
盟
の
今
年
の
ご
発

展
と
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
し
ま
す
。

駆
け
て
く
る

赤
い
ほ
っ
ぺ
と
白
い
息
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コ
ロ
ナ
対
応
の
税
制
改
正
、全
面
支
持

だ

　

。璽

置
蓬
亜
謎
田
万里

　
　

日
本
税
理
士
政
治
連
盟

の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
新
型
感
染
症
に
明
け

新
型
感
染
症
に
暮
れ
た
旧

年
で
し
た
が
、
先
生
方
に

と
っ
て
は
、
消
費
税
の
複

数
税
率
の
導
入
に
よ
る
申

告
や
、
新
型
感
染
症
に
よ

る
所
得
税
な
ど
の
延
納
手

続
き
、
持
続
化
給
付
金
の

申
請
に
対
す
る
援
助
な

ど
、
超
多
忙
な
一年
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
懸
命
に
中
小
企

業
の
存
続
の
た
め
に
ご
尽

片
山

虎
之
助

　

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
と

　

も
常
に
正
論
を
主
張
し
政

　

府
・与
党
に
対
し
是
々
非

　

々
の
立
場
か
ら
合
意
形
成

Ｌ

　

に
努
め
、
し
っ
か
り
と
責

　

務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

　

す
。

ご

　　

引
き
続
き
、
ご
指
導
ご

　

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

　

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

　

も
に
、
本
年
が
日
本
税
理

っ

　

士
政
治
連
盟
の
皆
様
に
と

　

り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一

＝

　

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お

　

祈
り
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶

　

と
い
た
し
ま
す
。
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変
化
に
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日
、
衆
議
院
第
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員
会
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「税
理
士
制
度
推
進
議

改
正
に
関
す
る
建
議
書
に

満
財
務
委
員
長
、
山
田
隆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議
書
に
つ
い
て
説
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こ

　　　　

ま

　　　　　　　　

“
古
川
元
久
衆
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後
・
質
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行
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小
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て
挙
げ
て
い
る
長
ら
が
出
席
し
た
。
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太
田
直
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会
長
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渡
遷
輝
ア
ン
ケ
ー
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毎
年
実
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ｈ

男
幹
事
長
、
秋
山
典
久
副

し
て
い
る
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」
轟
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日
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党
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義
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絡
む
の
で
一

　

が
一丸
と
な
っ
て
陳
情
活
動
を
税
務
調
査
へ
の
対
応
と
多
岐
に

　

（川
口
市
）
に
お
い
て
、
会
が
開
催
さ
れ
た
＝
写
長
）
が
上
程
さ
れ
全
会
一

　　　　　　　　　　　　　

能
脚

　

由
民
主
党
税
理
士
制
度
改
革
推
な
い
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ま
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特
定
の
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る
後
援
会
の
活
動
が
、
各
士
法
も
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こ
の
よ
う
な
状
況
に

　　　　　　　　　　　　　　　　

こ
れ
は
令

知
事
本
人
は
、
第
三
波

　

進
議
員
連
盟
総
会
、ｕ
月
１９
日
、
経
済
活
動
を
誘
発
す
る
効
果
も
議
員
と
密
接
に
対
応
す
る
こ
と
合
わ
せ
て
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改
正
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る
こ
と
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忙　
（第三榔便物嗣）

税
旧　　後ｍ７ の後Ｍ△７

　

令
和
３
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
が
最
重
要
課
題
で

あ
り
、ま
た
、衆
議
院
議
員
総
選
挙
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
な
ど
激
動
の
年
と
な
る
。
更
に
、
令
和
３
年
度
税
制
改
正
大
綱
に

税
理
士
法
改
正
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
実
現
に
向
け
大
き
く
動
き

出
す
こ
と
と
な
り
、税
政
連
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
年
で
も
あ
る
。

　

本
連
盟
は
、
自
民
党
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎
対
策
本
部
長
等
を

歴
任
し
、
菅
義
偉
政
権
の
下
で
厚
生
労
働
大
臣
に
就
任
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
最
前
線
に
立
つ
田
村
憲
久
議
員
を
迎
え
、今
後
の
税
制
、

税
理
士
制
度
を
テ
ー
マ
に
太
田
会
長
と
行
っ
た
新
春
対
談
を
掲
載
す
る
。

一■
は
じ
め
に
１
年
頭
の
あ
い
さ
つ

を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

か
ら
ご

　　

し
た
だ
く
だ
ど

　　　　

心

　

私
は
東
海
税
理
士
会
所
属
と
い
う
こ
と
強
い
味
方
で
お
ら
れ
ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し

で
、
田
村
大
臣
の
後
援
会
活
動
の
場
に
も
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
常
日
頃
か
ら
親

て
い
る
無
料
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　　

止
対
応
版
～
」
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
よ
り

税
務
相
談
会

　

田
村

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

　

一層
税
理
士
の
柔
軟
な
働
き
方
が
求
め
ら
れ

場
を
視
察
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

て
い
た
だ
い
す
。
日
ご
ろ
か
ら
太
田
会
長
を
は
じ
め
税
理

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
若
者
に
と
っ
て
魅

た
り
、
我
々
士
の
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
力
あ
る
税
理
士
制
度
の
た
め
の
第
一歩
と
し

の
税
制
改
正
り
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　

て
、
多
様
な
人
材
の
確
保
も
大
綱
に
盛
り
込

要
望
実
現
の

　

今
年
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
や
東
京
オ
ま
れ
ま
し
た
。
我
々
が
要
望
し
て
き
た
こ
と

た
め
に
さ
ま
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
が
徐
々
に
形
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
業
界
全
体

ざ
ま
な
角
度
す
。
よ
り
一層
身
を
引
き
締
め
て
、
引
き
続
と
し
て
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
年
に
な
り

か
ら
ご
指
導
い
た
だ
く
な
ど
、
税
理
士
の
心
き
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一■
税
理
士
業
界
も
大
き
な
変
化

ー
ー
田
村
大
臣
に
と
っ
て
昨
年
は
、
ゴ
ロ
し
た
。
現
在
も
多
く
の
中
小
事
業
者
が
経
営
ル
オ
フ
ィ
ス
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
多
様

ナ
対
応
や
働
き
方
改
革
等
、
国
民
の
た
め
全
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
我
々
政
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
労
働
時

力
で
駆
け
抜
け
た
１
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
府
は
、
感
染
拡
大
防
止
を
最
優
先
と
し
て
地
間
を
い
か
に
正
確
に
管
理
す
る
か
と
い
う
間

よ
う
か
。

　　　　　　　　　　　

域
経
済
を
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

題
も
出
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま

　

田
村

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
や
は
り
コ

　

ん
。

　　　　　　　　　　　　　

え
な
が
ら
、
あ
る
べ
き
労
働
の
姿
を
作
っ
て

ロ
ナ
対
応
最
優
先
で
取
り
組
ん
だ
１
年
だ
っ

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
私
達
の
生
活
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
と
思
い
ま
す
。
菅
政
権
が
発
足
し
、
第
２
様
式
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
テ
レ
ワ

　

他
に
は
、
菅
政
権
が
デ
ジ
タ
ル
庁
新
設
を

次
安
倍
内
閣
以
来
８
年
ぶ
り
に
厚
生
労
働
大
ー
ク
が
普
及
・定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
掲
げ
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
急
速
に
進
み

臣
と
い
う
要
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

の
流
れ
は
税
理
士
業
界
に
お
い
て
も
例
外
で
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
と
し
て
も
、
申
請
上

　

前
回
大
臣
を
退
い
て
か
ら
も
自
民
党
厚
生
は
な
く
、
重
要
な
関
心
事
な
の
で
は
な
い
で
の
手
続
き
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
よ
う
、
課
題

労
働
部
会
や
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
の
場

し
ょ
う
か
。

　　　　　　　　　　

点
の
洗
い
出
し
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
と

に
お
い
て
、
労
働
・介
護
・子
育
て
等
に
関

　

太
田

　

税
理
士
業
界
で
も
時
代
に
即
し
た
は
い
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
な
い
部
分
も
あ

す
る
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
更
に
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
雇
用
保
険
の
申
請
手
続

は
、
昨
年
９
月
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
化
や
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
す
る
税
理
で
す
。
給
付
を
受
け
る
為
に
は
、
申
請
者
本

関
連
肺
炎
対
策
本
部
長
と
し
て
コ
ロ
ナ
対
応
士
法
の
改
正
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
税
人
が
仕
事
を
す
る
意
欲
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

に
あ
た
り
、
厚
生
労
働
分
野
に
は
長
い
間
携
理
士
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
日
税
連
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
人
が
求
職

わ
つ
て
お
り
ま
す
。
８
年
前
の
大
臣
就
任
に
に
お
い
て
も
税
理
士
事
務
所
規
定
の
見
直
し
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
す
の

引
き
続
き
、
継
続
し
て
大
臣
と
し
て
の
職
責
を
検
討
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
重
要
な
で
、
電
子
上
で
の
証
明
が
難
し
い
と
い
う
こ

を
全
う
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
で
す
。

　　

課
題
と
言
え
ま
す
。
日
税
連
は
令
和
２
年
４
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
も
あ

　

昨
年
４
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
月
に
「税
理
士
の
業
務
と
テ
レ
ワ
ー
ク
（在
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
る
部
分
は
し

れ
、
日
本
経
済
は
一時
的
に
ス
ト
ッ
プ
し
ま
宅
勤
務
）
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

っ
か
り
と
行
っ
て
い
き
ま
す
。

田
村

　

憲
久
（た
む
ら
・の
り
ひ
さ
）

　　

査
会
会
長
代
理
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
な
ど
、
電
子
申
告
や
電
子
納
税

昭
和
３９
年
１２
月
１５
日
三
重
県
生
ま
れ
。
平
連
肺
炎
対
策
本
部
本
部
長
な
ど
を
歴
任
。
令
が
一昔
前
よ
り
大
分
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

成
８
年
衆
院
議
員
に
初
当
選
。
厚
生
労
働
大
和
２
年
９
月
よ
り
２
度
目
の
厚
生
労
働
大
税
理
士
の
先
生
方
の
ご
尽
力
が
非
常
に
大
き

臣
政
務
官
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
、
総
務

臣
。

　　　　　　　　　　　　　

い
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

副
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
自
民
党
政
務
調

　　　　　　　　　　　　　　　　

太
田

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。現
在
、

田
村
大
臣

　

太
田

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
す
。
田
村
大
臣
は
菅
新
政
権
発
足
後
、
ゴ
ロ
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
ナ
禍
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
と
い
う
重
責

　

大
臣
に
は
、
毎
年
の
確
定
申
告
期
ず

１
１
リド
キキ
「
三
上
さき
鰭
遠
肝
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大
臣
に
は
、
毎
年
の
確
定
申
告
期
に
行
っ

．燭
　

　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

１

　　

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‘

　　　　

」

グータッチをかわす田村大臣（左）と太田会長

．
′？〆

」

　

　　
　
　

　　

．；
ｉ
」－

全
身
全
霊
で
コ
ロ
ナ
対
応
に
注
力

ま
し
た
。

　

田
村

　

そ
う
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
業
界
問
わ
ず
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
年
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
太
田
会
長
か
ら
お
話
が

あ
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
、
自
宅
だ

け
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
み
な
ら
ず
、
レ
ン
タ

納
税
と
い
う
観
点
で
は
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
×
や

　

太
田

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。現
在
、

更
に
効
率
的
な
税
務
行
政
を
促
進
す
る
た
め

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
・
促
進

等
を
進
め
て
お
り
ま
す
。厚
生
労
働
省
で
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
を
進
め
て
お
り
ま
す
か
。

田
村
憲
久

（自
民
党
衆
院
議
員
・三
重
１
区
）

◆出席者◆
日
本
税
理
士
政
治
連
盟
会
長

税
理
士
に
よ
る
田
村
憲
久
後
援
会
会
長

太
田
直
樹

西
川
明
樹

（司
会
）
日
本
税
理
士
政
治
連
盟
広
報
委
員
長

小
島

　

善
弘

．

　　　

・●
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に
Ｆ
臣大働労生厚久　　　

令和３年（２０２１年）１月１日 （金曜日）

嬢
も

税
理
士
法
改
正
へ
問
わ
れ
る
真
価

　

太
田
会
長

　

田
村

　

令
和
３
年
３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
の
代
わ
り
に
な
る
と
ど
の
緊
急
時
に
と
て
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
病
の
治
療
に
役
立
て
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
い
て
感
じ
る
の
は
、
税
理
士
政
治
連
盟
ほ
ど

る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
オ

い
う
こ
と
で
す
。

　　　　　　　　　

で
し
ょ
う
か
。
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ

す
。

　　　　　　　　　　　　　

熱
心
な
団
体
は
他
に
な
い
と
い
う
こ
と
で

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
に
よ
っ
て
普
及

　

こ
の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
過
去
の
健
診

き
よ
り
良
い
医
療
の
提
供
や
健
康
促
進
、
疾

　

．

　　　　　　　　　　　　　

す
。
こ
れ
は
強
く
主
張
し
て
お
き
た
い
と
思

し

　

い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ

　

や
薬
の
処
方
歴
な
ど
の
デ
ー
タ
が
自
動
的
に

　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
ま
す
。
主
に
中
小
企
業
の
現
場
の
声
を
、
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÷
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辛
口
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一
■
■

栂
川
二
月
ハ豆
‘
；
！
［
む
い
ト
枚
証
メ
ー
ン
”
Ｕ
託
川

ー
カ
ー
ド
に
格
納
し
て
あ
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
連
携
す
る
こ
と
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

時
間
を
か
け
て
細
か
く
丁
寧
に
説
明
い
た
だ

の
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
用
い
て
本

す
。
そ
の
た
め
、
口
頭
で
説
明
し
な
く
て
も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
て
お
り
、
い
つ
も
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い

人
確
認
を
行
い
、
資
格
情
報
を
取
得
で
き
る
過
去
の
健
診
結
果
や
処
方
さ
れ
た
薬
の
情
報

　

ー
ー
大
臣
の
後
援
会
の
特
色
や
、
日
ご
ろ
今
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
力
強
く
バ
お
り
ま
す
。
私
は
現
在
厚
生
労
働
大
臣
で
す

よ
う
に
し
ま
す
。
い
わ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
確
に
伝
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害
な
の
交
流
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

ツ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

の
で
、
と
に
か
く
コ
ロ
ナ
対
応
に
全
力
で
取

き

田村厚生労働大臣

な
がれ

ー
ー
大
臣
の
後
援
会
の
特
色
や
、
日
ご
ろ
今
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
力
強
く
バ
お
り
ま
す
。
私
は
現
在
厚
生
労
働
大
臣
で
す
‘

の
交
流
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

ツ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

の
で
、
と
に
か
く
コ
ロ
ナ
対
応
に
全
力
で
取
３
年
は
、
税
制
改
正
大
綱
で
取
り
上
げ
ら
れ

　

西
川

　

田
村
大
臣
は
非
常
に
税
制
に
詳
し

　

田
村

　

西
川
後
援
会
長
を
は
じ
め
、
税
理
り
組
み
、
国
民
の
皆
様
の
不
安
を
払
拭
し
て
た
税
理
士
法
の
改
正
が
実
現
に
向
け
て
大
き

く
、
税
理
士
法
も
よ
く
ご
理
解
さ
れ
て
お
り
土
に
よ
る
後
援
会
の
皆
様
に
は
い
つ
も
お
世
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
く
動
き
出
す
年
と
な
り
、
よ
り
一層
税
政
連

ま
す
。
非
常
に
心
強
く
、
我
々
税
理
士
に
と
話
に
な
っ
て
お
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
常
日
ご
ろ
の
行
い
が
、
選
挙
結
果
に
反
映
す
の
真
価
が
問
わ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。
新
し

っ
て
頼
も
し
い
味
方
だ
、
と
い
う
こ
と
を
皆
す
。
後
援
会
総
会
等
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
ろ
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　　　　　

い
時
代
に
対
応
で
き
る
税
理
士
制
度
に
向

様
に
伝
ぇ
さ
せ
て
ぃ
た
だ
き
ま
す
。

　

一■

朝
４
時
に
起
床
し
日
中
は
委
員
会
対
応

　

け
、
△貧
の
皆
様
の
土署
国
政
に
届
け
、
。

後
援
会
の
活
動
以
外
に
も
、
東
海
税
政
連

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

税
連
と
連
携
し
必
要
な
政
治
活
動
を
行
な
っ

の
三
重
県
集
会
に
毎
回
ご
出
席
し
て
い
た
だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

て
ま
い
り
ま
す
。

い
て
お
り
ま
す
。
我
々
が
主
張
す
る
毎
年
の

　

ー
ー
こ
こ
で
話
題
を
変
え
ま
し
て
、
田
村
意
し
て
ご
活
躍
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　　

そ
し
て
、
政
局
は
い
つ
解
散
・総
選
挙
と

税
制
改
正
要
望
に
お
い
て
も
、
熱
心
に
耳
を
大
臣
の
健
康
法
や
ス
ト
レ
ス
解
消
法
な
ど
ご

　

田
村

　

自
分
の
ス
ト
レ
ス
よ
り
も
、
国
民
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
り
ま

傾
け
て
く
だ
さ
り
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
ざ
い
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　

の
皆
様
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
で
き
る
環
境
作
す
。
日
税
政
で
は
、
次
期
国
政
選
挙
に
い
つ

お
り
ま
す
。
後
援
会
と
し
て
田
村
大
臣
に
恩

　

田
村

　

そ
う
で
す
ね
、
今
は
時
間
が
な
い
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

で
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
特

返
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
の
で
思
い
当
た
り
ま
せ
ん
（笑
）
。

　　　

後
と
も
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
ま
い
り
ま

っ
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
税
理
士
制

　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　
　
　

　

　
　　　
　
　
　
　　
　
　
　　

　　　　

ｒ

　　　

努

　　　

田
村

こ
の
よ
う
な
る
国
民
の
馨
ら
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
よ
り
雇
の
ご
理
解
と
ご
協
ヵ
を
お
願
い
申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

状
況
で
す
の
で
、
実
家

て
、
社
会
公
共
的
使
命
を
も
っ
て
申
告
納
税

し
上
げ
ま
す
。

　

霧

善
導

琴

　　

＃

鱒
艶

発
議
剛議
驚
鯵
掛桜
餅
餐

　

対
談
を
終
え
て

田村厚生三労働大臣を囲んで

西川後援会会長

　　　
１トヘ
小

コ
ロ
ナ
関
係
で
、
夜
遅
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
税
の
分
野
の

く
ま
で
会
議
を
行
っ
て
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
ご
意
見
を

田
村
大
臣
は
、
玉

は
起
床
し
ま
す
。
そ
の

　

厚
生
労
働
省
は
「雇
用
」
と
い
う
分
野
を

い
て
、
早
朝
の
４
時
に

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　　　　

′ぐ

　　

〆

　

民
の
最
前
線
に
立
ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　

　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

も
－ー

か
ＦＬ
糖
ゴ
だ
コ
球
功
績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　

４
１

す
。
そ
の
よ
う
な
状

後
は
、
答
弁
書
に
目
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
コ雇
用
」
の
受
け

通
し
て
か
ら
委
員
会
に
皿
と
な
る
の
は
、
税
理
士
の
先
生
方
の
顧
問

臨
み
ま
す
か
ら
、
な
か
先
で
あ
る
中
小
企
業
が
圧
倒
的
に
多
い
た

　　　　　　　　

況
下
で
お
時
間
を
い

な
か
自
分
の
時
間
は
取
め
、
税
理
士
と
厚
生
労
働
省
は
非
常
に
距
離
た
だ
き
、
大
変
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

が
近
い
存
在
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　　

し
た
。

　

太
田

　

連
日
の
ゴ
ロ

　

大
臣
と
し
て
も
、
一議
員
と
し
て
も
、
今

　

対
談
記
事
掲
載
に
当
た
っ
て
、
田
村
憲
久

ナ
対
応
本
当
に
お
疲
れ
後
と
も
税
理
士
の
先
生
を
応
援
さ
せ
て
い
た
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
や
税
理
士
に
よ

様
で
す
。
ス
ト
レ
ス
も
だ
き
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
る
田
村
憲
久
後
援
会
な
ど
多
く
の
方
に
ご
協

溜
ま
る
か
と
思
い
ま
す

り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
こ
の
場
を

が
、
健
康
に
は
充
分
留

　

太
田

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　

一
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ー
１も
ち
お
ば
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発
熱
ル
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岬
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響
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沸
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が
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ハ

ト

　　　　　　

ム
ほ－
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・１

　　

１さ
も
１懇
一
電

会

　　　　

、

　

，
家
コ
メ
ハ
『
か
数
彰
テ
グ
十

　

・

　

履き

　　

Ｗ

　

ー去
年
ｄ
晦
］
◎
回
＠
も
◎

ｊ
政

・

　　

愛

　

＝‐
～
んミ

ラ
ー
闘
鶏
労
多
乞

　

．

　　

瀦
「

　

‐

－
ヂ
＠
三◎
ｆ穴
当
◎
Ｆ
◎
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旧
ー血
税

　

．
－
－
・
ｈ隆
瞥
匿
ｒ
：
い～
ｔ
～
＼

　　　　　　

・
二

叫

＼
〆
華
，
／
が
Ｙ庵
－岩
崎
す
Ｌ強
此
日

　　　　　　　

，ｄ，
．÷
′

　

、
－

　　　　　　　　　　　　

田

」

　　　　　　　　　　　　

大

　　　　　　　　　　

．当
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し

凋
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ー
ー
ー
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ほ
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＼

　

Ｌｒ
十
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・

　

十

、
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第５５９号令和３年（２０２１年）１月１日 （金曜日） 僕三種郵便物綱）

　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
大
綱
（抜
粋
）

　　　

な
雷
遷
碁
習
を
嚢
翫
室
暑
書
憂
ぃて
声
馨
碁
塞
の

　　　　　

を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

組
み
合
わ
せ
て
設
定
で
き
る
機

等
に
課
さ
れ
る
重
加
算
税
の
額

改
正
は
同
日
以
後
に
法
定
申
告

◎
次
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い

　　

営

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受
を
電
磁
的
方
式
に
よ
り
行
う

れ
等
に
係
る
本
税
の
１０
％
に
相

改
正
は
同
日
以
後
に
行
う
電
子

べ
き
事
項
に
係
る
電
磁
的
記
録

　

期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ド
！
」
｝
」
…
÷フ
ー１１
』１
：
１
１

　

能
の
確
保
を
不
要
と
す
る
ｏ

　

に
つ
い
て
は
、
通
常
課
さ
ｒれ
る

期
限
等
が
到
来
す
る
国
税
に
っ
て
、
ー定
の
要
件
を
；満
た
す
場

漣

ｈ
ｒ
＼

１
定
１【－
１

１－〆

　　

十＼ハ＼－漸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

紬鍔
－割賦
競『細岬輝
鯛肥
鮭

　

俳
電
子取引－バ取
引情
報
の授
重
加算
税
の－額に
当
該
申
告漏
い
て、上記◎二及び④
②
口の
合
には
、当
該書
類
に記載
す

棚

　　

瀧ーＭ
ｒ

鯖鰯
腕贈１魔‘ヨノノノ

　

ｔ総筆ドキ
繊

　　　　

主慧と＆凋篭ま、２ョ０ョ、合引３ｆ
蔓舜剖

ム、デ
ィスプレイ及びプサ▲④上
釜
の改正
に伴
い＼所得
取引をいうｏ以下同
じー三
）
当する金
額を加
算した金
額
取引の取
引情
報
について、
を徴し、又は提出
する
こと

総

　　

桃
山
，ノ
！ノナ遺漏
＼語”－
リ
セ
÷〆
膳川州”

鰯

　

改正大綱准淵聴泌増宵闇徹鱒ｇＭ構想地引常磐潮岬淵
徽酌縄榔徹紅櫛栃鯵湖椎塘鰯鋤隔絶榊始鰐剛離職剛難鋤蜘鰯稲纏鰍翻鴇噛細灘欄欲対塙ゼナ保存が行われた
紬屡罰増闘射鯛ｒの施行
酬搬輝姪な股没編鋪かける
細

　　

い
－
１
１爵
Ｌ
＼
三
；
′

　

．
，

一触

　

。

　

ほ赫、令枇縦軸圃蝋離州聾躯没鼠貿証物税鋤徽勘鰍
″少ー裸地理唖離礁樫燃叱
帥『だ靴鰍機敏餅賭鋤疑転
回現値山随一祈ら戸妻キこ）
姻蝋細聴講暇帥瞳嫡酬縦樵
櫛暇鎧縄轍綱端鵬縄摺禰胸
跡続誠虎端緒籾雑撰獅終２
鰯

　　

虻壮

　

ぬ街鞠常虜韮－－－」
豊
洲Ｗ

　

ー謡ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　　

　
　
　
　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

度税制湖旧対常州鮒激務関鮎轡弼醐隷閉る挿崩沸夢
耐で駆ること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′
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様
入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の
ご

　　　　　　　　　　　　　　

制
度
の
要
件
を
満
た
す
電
磁
的
な
く
）
を
上
記
⑦
②
の
見
直
し
情
報
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
つ
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
の
承
認
を
②
地
方
の
た
ば
こ
税
に
お
け
る

　

穎

　　　

－
－

　　

〆

　

ぎ
痘

を

”

可

－

－
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も
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，

　

・
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葺
ニ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

と

り
と

る
。

受
０
て
い
る
国
税
関
係
帳
簿
書

売
渡
し
に
係
る
製
造
た
ば
こ
が

　

．

　　

・

　

・
・．

・，

－“
瀞ソ

　　　　　

ー

　　

ム州旧退

１

税
務
関
係
書
類
に
お
け
る
て
・
押
印
を
要
し
な
い
こ
と
と
③
上
記
②
ィ
及
び
ロ
の
要
件
・
⑦
国
税
関
係
書
類
に
係
る
ス
キ
記
⑦
④
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
的
記
録
に
つ
い
て
も
、
保
存
し
て
必
要
と
な
る
課
税
免
除
事
由
係
る
軽
油
の
数
量
等
を
記
載
し

　

断

　

（国
税
）

　　　　

ず
る
ｏ

　　　　　

相
互
関
連
性
要
件
並
び
に
下
記

の
見
直
し
を
行
う
ｏ

　　

索
要
件
の
全
て
を
不
要
と
す

る
ｏ

　　　　　　

足
り
る
書
類
に
つ
い
て
・
当
該

④
◎
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
す

　

掛

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
に
お
け
る
質
問
調
書
等
へ
の
押
索
要
件
の
全
て
を
満
た
し
て
一
②
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
要
件
に
つ

（注
）
上
記
の
「判
定
期
間
」
に
お
け
る
電
子
取
引
の
取
引
情
て
電
子
計
算
機
で
作
成
し
、
一
を
徴
し
、
又
は
提
出
を
受
け
た

　

騨
…

①
担
保
提
供
関
係
書
類
及
び
物
適
用
す
る
。

　　　　　　

れ
た
事
項
に
関
し
所
得
税
、
法
際
に
行
う
国
税
関
係
書
類
へ
の
子
取
引
が
行
わ
れ
た
日
の
属
す
止
す
る
。

印
の
押
印
及
び
印
鑑
証
明
書
の
見
直
し

　　　　　　　　

申
告
又
は
更
正
が
あ
っ
た
場
合
磁
的
記
録
に
つ
い
て
訂
正
又
は
を
い
う
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

産
の
分
割
の
協
議
に
関
す
る
晋

つ
い
て
ｉ次
の
見
直
し
を
行
う
ｏ
そ
の
記
録
さ
れ
た
事
項
に
関
し
う
こ
と
が
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
お
け
る
電
子
取
引
の
取
引
情
報
と
扱
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
の
売
渡
し
に
係
る
製
造
た
ば
こ
い
て
・
上
記
◎
の
改
正
は
・
同

　

凱
蹴

　

（注
１
）
国
税
犯
則
調
査
手
続
②
国
税
関
係
帳
簿
書
類
（国
税
過
少
申
告
加
算
税
の
額
に
つ
い
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
行
う
こ
度
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
電
な
い
事
情
に
よ
り
、
当
該
保
存
②
地
方
の
た
ば
こ
税
に
お
け
る
る
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
、
そ

　

』

に
お
け
る
質
問
調
書
等
へ
の
押
関
係
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
正
規
て
は
、
通
常
課
さ
れ
る
過
少
申
と
を
も
っ
て
、
タ
イ
ム
ス
タ
ン

　

磁
的
記
録
の
適
正
な
保
存
を
担
要
件
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記
売
渡
し
に
係
る
製
造
た
ば
こ
が
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
。

印
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
手
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
て
記
録
告
加
算
税
の
額
か
ら
当
該
申
告
プ
の
付
与
に
代
え
る
こ
と
が
で
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
卸
売
販
売
用
で
あ
る
こ
と
を
証
○
検
討
事
項

続
に
準
じ
た
取
扱
い
と
す
る
。

さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
②
に
お

漏
れ
に
係
る
所
得
税
、
法
人
税

き
る
こ
と
と
す
る
。

　　　

る
。

　　　　　　　　

な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
場

す
る
書
類

　　　　　　　　

税
理
士
制
度
に
つ
い
て
は
、

す
る
税
務
関
係
書
類
に
つ
い
て
使
用
し
て
作
成
す
る
場
合
に

　

る
。

　　　　　　　　

再
発
防
止
策
の
社
内
規
程
整
備
又
は
申
告
所
得
税
、
法
人
税
及
存
要
件
を
不
要
と
す
る
。

　

（注
３
）
上
記
の
改
正
の
趣
旨
て
、
そ
の
国
税
関
係
帳
簿
書
類
関
係
帳
簿
」
と
は
、
所
得
税
若
④
検
索
要
件
に
つ
い
て
、
検
索

の
取
引
情
報
に
係
る
電
磁
的
記

る
。

　　　　　　　　

足
り
る
書
類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〆

・州

　

′

　

．

を
踏
ま
え
、
押
印
を
要
し
な
い

　

に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
し
く
は
法
人
税
の
青
色
申
告
者
項
目
を
取
引
等
の
年
月
日
、
取
録
の
保
存
義
務
者
の
そ
の
電
磁

（注
１
）
上
記
の
改
正
は
令
和
④
軽
油
引
取
税
に
お
け
る
軽
油
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

こ
と
と
す
る
税
務
関
係
書
類
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
が
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

引
金
額
及
び
取
引
先
に
限
定
す
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
に

　

４
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る

　

の
引
取
り
を
行
っ
た
者
の
事
務
多
様
な
人
材
の
確
保
や
、
国
民

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，．ｒ

　　

’′

　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒｒｒ１．トＬ

　　

．

　

ｒ１１１、ノ．ー．‐

　

（地
方
税
）

　　　　　　

口

　

電
子
計
算
機
、
プ
ロ
グ
ラ

れ
る
帳
簿
を
い
う
。

　　　

じ
る
こ
と
と
す
る
場
合
に
あ
っ
場
合
に
は
、
そ
の
記
録
さ
れ
た

存
を
行
う
国
税
関
係
書
類
に
つ

　

車
用
炭
化
水
素
油
譲
渡
証
の
写

し
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

　　　　

－

連日
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、

　　　　　　　　　　　　　　　　　

【

　

　 　　　

　　

関 与 先窃提関与先窃提携企業◎税理士業界が共に栄えるために、
－ｈ

　

－

　　　　　

－

　　

‐

　　　　　　　　　　

「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ

２０２１年も
‘※ケールメリットを活かした

窒機共の事業をご利用《ださぃ

税理士◎事務所職員、関与先等関係者のための

金 雛 薬 年 金 鰻出型企業年金保険）

　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　 　

　　　　

　　 　

　

　　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

く金税共年金の特長＞
１．掛金は月々１万円から

　

生活設計に合わせて掛金を自由に設定できるため、無理なく

　

無駄なく将来の設計ができます。

新規加入

月

　

払 １ロ５千円で２口以上４０口まで

１口１０万円以上（任意）

一括払 ただし、１回の加入につき２００口まで
（通算４００口まで）
一括払のみの加入はできません

増

　　

口

月

　

払
１口５千円以上
毎月

一括払
１口１０万円次上

年２回（１・７月）及び年金請求時

減

　　

口 月

　

払 ２口以上を残し、１口単位で減口可能
年２回（１・７月）

２．年金の受取方法は３種類

給付金請求時に次の３通りから選択できます。
１）１０年確定年金
２）１５年確定年金

　　　　　

敏
捷ｒ３）ｌｏ年保証期間付終身年金

　　

纂

　

樽※年金に変えて一時金でも受取ることが
できます。

３．掛金の運用

加入者の皆様からお預りした掛金は、各取扱保険会社の引受
割合および予定利率（Ｒ２．３月現在加重平均１．２６％）に基づき各
取扱保険会社が運用してし、ます。毎年の運用実績が予定利
率を上回った場合には、配当が上乗せされます。

＜取扱保険会社＞
◎第一生命◎明治安田生命◎日本生命◎住友生命◎富国生命

円滑な事業承継等を実現する

Ｖ醇太璽総禽保障制度

　　　

虞 －－

　　　　　

．

　　　　　

肉

　　

一

　　　　　

読‐

◎経営者大型保険（集団扱定期保険）
掛捨の割安な保険料で入院や手術を含む総合的な保障をす
る保険です。経営者に万一のことがあったとき、大型の保障で
企業を守ります。

◎経営者保険総合プラン
働きざかりの経営者等の生涯保障や、役員・幹部社員の退職金
準備等に活用できるよう、終身保険、養老保険など多彩な商品
を用意してし、まず。

◎経営者スーパープラン
ガンなどの生活習慣病保障に重点をおいた保険や高度先進
医療保険、介護保険など様々なニーズに応える医療保険全般
を用意しています。

＜募集保険会社＞
◎朝日生命

　

◎第一生命

　

◎日本生命

　

◎ジブラルタ生命

　

◎エヌエヌ生命
◎〆ツトライフ生命

　

◎明治安田生命

　

◎住友生命

　

◎ＳＯＭＰＯひまわり生命
◎アフラック

　

◎アクサ生命

　

◎富国生命

　

◎三井住友海上あも・おも・生命
◎オリックス生命

　

◎ＦＷＤ富士生命

◎団体所得補償保険（無事故戻し２０％）圃総謬鞭翻れ倒閤顔＃鰯瀞

突然の病気やケガで就業できなくなったときの
収入を補償
引受保険会社／損保ジャパン、東京海上日動火災

◎団体長期障害所得補償保険嫌霊園欄圃虎鰯闘鰍鱗薦
長期にわたる就業障害時の収入を補償
引受保険会社／損保ジャパン

◎新ｏ団体医療保険 電圏圏国国璽鰍鯛璽園

　　

甫ｆ

　　　　　　

　

　

入院１日目から補償、日帰り入院も補償入院１日目から補償、日帰り入院も補償
（一入院最高１２０日、通算ＬＯＯＯ日まで補償）
引受保険会社／損保ジャパン

◎介護・がん補償保険
要介護３以上で年金方式の保険金。１年更新の加入で
がん診断保険金など様々な補償があります。

　

引受保険会社／東京海上日動火災

お問い合わせは金税共事務局、または上記保険会社へ

全国税理士共栄会
〒１４１‐００３２東京都品川区大崎１１１▼‐８日本税理士会館４階
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材公本剛明ｉ議員 （自民・兵庫１１区）

　　　　

前原誠司議員 （国民・泉÷都２区）

　　　

中谷真一議員 （自民・比例南関東）

　　　

下右詐尊文議員 （自民・東京１１区）

　　　　　　
き
，

　　　　　　

，，

　　　　　

．窯羅：・
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ｉ

佐藤ゆかり議員 （自民…・比例近畿）

　　　　

泉健太議員 （立民・京都３区）

　　　　　

小沢雅仁議員 （立民・比例代表）

　　

，

　

鴨÷下一郎言議員 （自民・東京１３区）
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膳．‐評 「
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奥野信亮議員 （自民・比例近畿）

　　

原田憲治議員 （自民・大阪９区）

　　

松野博一議員 （自民．千葉３区）

　　

末松義規議員 （立民．比例東京）

　

－ビー鱒壕ｉ

　　　　

ｉ

　　　　

－ －

　　　　　　　　　　　　　　

．
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・，－．・
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１、．三一懲言勢』
』き撃墜誓響噸憂欝塾ー，潔癖静電差一態離職瀞照

　

顧回貿

　

へ

　

愛
　

　

　　　　　　　　　

　

　 　　　　　　　

　

　　　　 　　　　　

　

　 　　　

　

　

　

　

日
税
政
と
単
位
税
政
連
は
税
制
改
正
要
望
実
現
の
た
め
、
全
国
各
地
で
強
力
な
陳
情
活
動
を
繰
り
広
げ
て

い
る
。
以
下
、
先
月
号
に
続
き
陳
情
活
動
の
写
真
を
掲
載
し
、
活
動
の
模
様
を
紹
介
す
る
（順
不
同
）
。
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西田昌司議員（自民・尿－都府選挙区）

　　　

平野博文議員 （立民・大阪１１区）

　　　　

宮川ｆ申１議員 （立民・比例南関東）

　　　　

中川雅治議員 （自民・東京選挙区）
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を
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耐
肴
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ｒ畿穐…
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ｒー７｝
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三一

堀井巌議員 （自民・奈良県選挙区）

　　　

大串正樹議員 （自民・兵庫６区）

　　　

小西さ洋之議員（立民・千葉県選挙区）

　　

竹谷とし子議員（公明・東京選挙区）

　

‐

　

．

　　　　

＼、 ‐，

　　

ー

山本香苗議員 （公明・比例代表）

　　　

石田真敏議員 （自民・和歌山２区）

　　　

石井準一議員（自民・千葉県穏挙区）

　　　

堀内詔；子議員 （自民・山梨２区）

選んでよかつた！ＪＤＬ

（税理士のみなさまへ〕

　　

ＪＤＬの財務・税務・電子申告を実務でトライアル！
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共 日本税理士会連合会

　

本賞は、租税等に関する研究の奨励及び研究水準の向上等を目的として、租税等に関する未公表論文及び既公表論文・著書を公募し、秀逸と認められたものを表彰しています。
１．応露論文・著雲の範囲．′じ

　

－

　　

・者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．既公表論文・箸暮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜末公表論文＞

　

租税法、 租税制度、 租税論、 税務行政、 税理士制度及び税務会計に

　　　

論文を内容とするもので、２０２０年内に公表．刊行された日

　　　　　　

○研究者の部

　　　　　　　

◎税理士の都

　

関する未公表の論文及び既公表の論文．著書。

　　　　　　　　　　　　　

本語によるもの（共同執筆を除く）。２０１９年以前に公表の

　　　　　　　

最優秀…１５０万円．「点 最優秀…１００万円．１点
２．未公表論文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

論文が含まれる論文集、単なる実務上の解説書の域を出てい

　　　　　　　

優

　

秀…５０万円・２点 優

　

秀…５０万円．２点
本賞のために日本語により執筆（共同執筆を除く）されたもので本賞表

　　　

ないもの、改訂版、翻訳物及び辞（事）典類は含めない。

　　　　　　　

入

　

選…２０万円・２点 入

　

選… ２０万円．２点
彰式が終了するまでの間、いかなる媒体にも公渇きされることがなし、もの。

　　　

１年を超える連載論文又は著書からなるものにっし、ては、

　　　

賞

　　

◎実務家の部

　　　　　　　

○「般の部
○研究者の部：３６．０００字～４４．０００字

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連載又は刊行完結が２０２０年内のものを対象とする。

　　　　　　　　　

最優秀…１００万円・っ点

　　

最優秀・・
◎税理士の部：「８．０００字～２２．０００字

　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．２．３共通亭項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

優

　

秀”・５０万円・２点

　　

優

　

秀・・

◎実務家の部：１８，０００字～２２，０００字

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．論文．著普とは別にー，６００字以内（Ａ４判）の要旨を添

　　　　　　　

入

　

選”・２０万円・２点

　　

入

　

選．・

宅字
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数
般
厳竪
部；１４．４ＯＯ字～１７‐６Ｏα字

　　　　　　　　

髪斧考上ろ撞盛業代菱電さ
っき掻ききるＬ
はしがき（序

　　

濯選書聴音著め

　

◎税理士・
・Ａ４判（４０字×３０行、横書き、１０．５ポイント）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特別賞”・５０万円．２点

　　

特別賞”

連載又は刊行完結が２０２０年内のものを対象とする。

　　　　　　　　　

最優秀…１００万円・っ点 最優秀…

　

５０万円．１点

２・３共通夢項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

優

　

秀”．５０万円．２点 優

　

秀…２ｏ万円．２点

・論文．著書とは別に１，６００字以内（Ａ４判）の要旨を添

　　　　　　　

入

　

選”・２０万円．２点 入

　

選．“「ｏ万円．３点

付すること。ただし、著書‘こっし・ては、「はしがき（序

　　

濯選書聴音著蕃〉

　

◎税理士・実務家．÷般の部

・Ａ４判（４０字×３ｏ行、横書き、Ｉｏ．５ポイント）

　　　　　　

．応募論文湯うち本営藤に応募し髪もの及び形式基準

　　　

特別賞…５０万円‐２点 特別賞”・５０万円‐２点

・表紙・目次．写真．参考文献等については、文字数に含めない。

　　　　　　

を満たしていないものは受け付けない。

　　　　　　　　　　　　　　　

奨励賞・・・２０万円・２点 奨励賞”．２０万円．２点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜委員長＞

　

‐図表は・１ぺ－汲 豹ページの半分を超えて１ページに満たないものは
鎌 園 ｍ ｌ年２月・日～３月３１日※必着

　

嚢 金 子

　

宏（東京大学名誉教授）

　　　　

っ，２００字とみなし、１ページの半分に満たないものは６００字とみなす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

村

　

井

　　

正（関西大学名誉教授）

　　　

．当該論文等及び要旨と同内容のデータ（ＣＤ－Ｒ）を併せて提出。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　

神

　

野 直 彦（日本社会事業大学学長）
【応募の際必ず応募要領・応募票を、臼税研ホームページからフリントアウトするか、または、日税研にご請求ください。】
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他に選考委員として学識経験者約２０名
公益財団法人 日本税務研究センター

　

第４４回「日税研究賞」係

　

ホームページ

　

ｈｔｔＰ：／／ＷＷＷ．ｉｔｒｉ‐ｏｒ．ｉｐ

　

〈発表〉日税連定期総会（表彰式）の縄間前までに畑写で通知し、
〒１４１‐００３２

　

東京都品川区大崎っ丁目「１番８号

　

日本税理士会館「Ｆ

　

ＴＥＬ．０３（５４３５）０９１２（代）

　

ＦＡＸ．０３（５４３５）０９「４

　　　　　　

授賞者は表彰、優秀な論文については公表します。
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ま
す
が
、ご
健
康
を
各
々
の
ご
繁
乗
を
電
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
が
、
麹
に
足
を
つ
け
た
珍
ま
ず
進
み
銃
け
て
ま
い
り
ま
す
。

省
鎌
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
状
認
の
守
て
は
あ
り

本
会
に
お
い
て
は
、
現
認
を
し
っ
か
り
を
縄
瀕
し
、
ネ
夢
て
雄
あ
り

務
推
進
能
動
が
思
う
よ
う
に
行
え
な
い
状
開
か
銃
い
て
い
ま
す
。

俸
制
度
」
は
緒
型
ｉ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
て
例
坪
の
よ
う
な
葉

さ
て
、
本
共
条
令
の
董
薯
事
紫
て
あ
る
「Ｖ
Ｉ
Ｐ
大
型
艇
舎
爆

健
や
か
な
“
芽
を
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
Ｌ
ま
す
。

今
金
三
坪
の
坪
が
明
け
ま
し
た
。
迎
え
た
新
芽
が
葛
様
に
た
っ
て
、

穆

金
税
共
年
金

　

税
理
士
、事
務
所
職
員
、関
与
先
等
関
係
者
の
た
め
の

公
的
年
金
を
補
完
す
る
拠
出
型
企
業
年
金
保
険

事
業
承
継
（Ｍ
＆
Ａ
等
）顧
客
紹
介

Ｐ
Ｅ
Ｔ
◎人
間
ド
ッ
ク

介
護
無
料
相
談

健
康
相
談
◎セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

み
ま
も
り
サ
ポ
ー
ト

金
税
共
個
人
型
Ｄ
〔
（確
定
拠
出
年
金
）
な
ど

Ｖ
Ｉ
Ｐ
大
型
総
合
保
障
制
度

経
営
者
大
型
保
険

　

掛
捨
の
割
安
な
保
険
料
で
大
き
な
保
障

経
営
者
保
険
総
合
プ
ラ
ン

　

経
営
者
等
の
退
職
金
準
備
に
最
適
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保
険

経
営
者
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ン

　

医
療
費
対
策
に
最
適
な
保
険

団
体
所
得
補
償
保
険

　

就
業
不
能
時
の
収
入
を
補
償

団
体
長
期
障
害
所
得
補
償
保
険

　

長
期
に
わ
た
る
就
業
不
能
時
の
収
入
を
補
償

新
ｏ団
体
医
療
保
険

　

入
院
１
日
目
か
ら
補
償
、日
帰
り
入
院
も
補
償

介
護
ｏが
ん
補
償
保
険

　

要
介
護
３
以
上
で
、年
金
方
式
の
保
険
金

全
税

　

亜
　

　

　
年

　

護
金

　

３

公
益
財
団
法
人
日
本
税
務
研
究
セ
ン
タ
ー

税
務
相
談
室
の
運
営
支
援

公
益
財
団
法
人
全
国
税
理
士
共
栄
会
文
化
財
団

地
域
文
化
の
振
興
支
援

　　　　　　

，

電
話
隣
よ
る
税
の
無
料
相
談

金
税
共
文
化
サ
ロ
ン
の
運
営

全 国 税 理 士 共 栄 会
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